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 ８月８日、「連合 2019 平和ナガサキ集会」は、長崎県立総合体育

館メインアリーナを会場に全国から連合組合員など約３３００名を

超える参加者のもと開催された。連合福島からは、派遣団として福

島地区連合副議長の松原喜憲さんを団長に７名が参加した。 

 連合平和ナガサキ集会では、地元連合長崎の宮崎会長が挨拶の中

で、「本日の集会に参加された皆さんには、核兵器は必ずなくすこと

ができるという強い思いを各職場、家庭に持ち帰って頂きたい。」と

挨拶。参加者の黙祷、主催者を

代表して連合本部神津会長は「人間は愚かな側面をもっており、核

兵器という強い力があれば必ず使ってしまう。我々は世界中に向

けて核兵器の廃絶を訴え、そして時

代を超えて、その愚かさを伝えてい

かなければならない」と挨拶をした。

集会後には 2020 年のＮＰＴ再検討会議

に向けたシンポジウムが行われ、核兵器をめぐる最近の国際情勢の報告と

被爆者の訴えとして被爆体験講和者の奥村アヤ子さんから、８月９日の原

爆投下時の体験を涙ながらに私たちに伝えて頂いた。 

 翌、８月９日、１１時２分には長崎は祈りの日を迎えた。式典では、長

崎平和宣言の中で、「ＮＰＴは来年で成立から５０年を迎え、核兵器を無くすことを約束し、その義務を

負ったこの条約の意味をすべての核保有国はもう一度思い出し削減の道筋を世界に示すことを要求する。

日本政府には一刻も早く核兵器禁止条約に署名・批准をし、『戦争をしない』という決意を込めた日本国

憲法の平和の理念の堅持と、それを世界に広げるリーダーシップを発揮することを求める。」と田上長崎

市長がアピールし、会場は大きな拍手に包まれた。連合福島視察研修では、平和公園や原爆資料館の見

学などを通じて核兵器の脅威、平和の尊さを学習し、参加者全員で「平

和の誓い」を確認し８月１０日に福島への帰路へたった。 

 参加者からは「被爆者体験講和者から

の『周りの人の無償の助けで今の自分が

いる。そして悲しさ、苦しさを、次世を

担う子供たちに与えてはならないこと

を願い核兵器廃絶を訴えている』という

言葉がとても胸に残った」、「実際に被爆

地にいき、体験を聞くことで平和に対する思いが強くなった」等の所見が

あった。                           （記：副事務局長 阿部 薫） 

「連合 2019 平和行動 in 長崎」派遣団報告 

「連合 2019 平和ナガサキ集会」の様子 

平和集会会場前の派遣団の皆さん 

長崎原爆資料館の前にて 

平和集会に参加した派遣団の皆さん 

「平和集会」で挨拶する連合本部神津会長 


